
小・中学校学習指導要領解説から
子どもたちの実態を見つめ，指導上の意図を明確にした，具体的な手立てを教師に提供する

個性豊かな子どもたちは
指導の工夫によって
学校に居場所を

つくることができます

個性豊かな子どもたちは
指導の工夫によって
学校に居場所を

つくることができます

指導において，子どもたちが好きなことを生かしましょう。
活躍できることがあるはずです。そうすれば，自己肯定感は生まれます。

学校や学級が居場所となります。
生徒指導上の問題の未然防止にもつながります。
教育相談においても，子どもの心をほぐすとき，

「好きなことは？」と聴くと，
子どもたちは，生き生きと語り，やがて，

自分の心の深いところにある，言いたかったことに気付きます。
全ての子どもたちの可能性に光をあてることは，
教師として，大人として，大切な役割だと思います。
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リーフレットの構成と使い方

各教科等の指導方法の工夫（各教科，全教科，小・中を見通して活用）

中
学
校

小
学
校

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語活動・外国語 特別の教科　道徳 総合的な学習の時間 特別活動
児
童
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□文章を目で追い
ながら音読するこ
とが困難

□自分の立場以外
の視点で考えたり
他者の感情を理解
したりするのが困
難

□声を出
して発表
すること
に困難が
ある，人
前で話す
ことへの
不安を抱
く

□地図等
の資料か
ら必要な
情報を見
付け出し
たり，読
み取った
りするこ
とが困難

□社会的事象
に興味・関心
がもてない

□学習問
題に気付
くことが
難しい

□予想を
立てるこ
とが困難

□情報収
集や考察，
まとめの
場面にお
いて，考
える際の
視点が定
まらない

□「 商 」
「等しい」
など，児
童が日常
使用する
ことが少
なく，抽
象度の高
い言葉の
理解が困
難

□文章を読み取り，
数量の関係を式を用
いて表すことが難し
い

□空間図形
のもつ性質
を理解する
ことが難し
い

□データを目
的に応じてグ
ラフに表すこ
とが難しい

□実験の手
順や方法を
理解するこ
とが困難で
あったり，
見通しがも
てなかった
りする

□燃焼実
験のよう
に危険を
伴う学習
活動にお
いて，危
険に気付
きにくい

□自然の
事物・現
象を観察
する活動
において，
時間をか
けて観察
をするこ
とが難し
い

□言葉で
の説明や
指示だけ
では，安
全に気を
付けるこ
とが難し
い

□みんな
で使うも
の等を大
切に扱う
ことが難
しい

□自分の経験
を文章にした
り，考えをま
とめたりする
ことが困難

□学習の
振り返り
の場面に
おいて学
習内容の
想起が難
しい

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□音楽を形づ
くっている要
素（リズム，速
度，旋律，強
弱，反復等）の
聴き取りが難
しい

□多くの
声部が並
列してい
る楽譜な
ど，情報
量が多く，
児童がど
こに注目
したらよ
いのか混
乱しやす
い

□変化を見分
けたり，微妙
な違いを感じ
取ったりする
ことが難しい

□形や色
などの特
徴を捉え
ることや，
自分のイ
メージを
もつこと
が難しい

□学習に
集中した
り，持続
したりす
ることが
難しい

□活動へ
の関心を
もつこと
が難しい

□周囲の状
況に気が散
りやすく，
包丁，アイ
ロン，ミシ
ンなどの用
具を安全に
使用するこ
とが難しい

□複雑な
動きをし
たり，バ
ランスを
取ったり
すること
に困難

□勝ち負
けに過度
に こ だ
わったり，
負けた際
に感情を
抑えられ
なかった
りする

□音声を聞き
取ることが難
しい

□１単語当
たりの文字
数が多い単
語や，文など
の文字情報
になると，読
む手掛かり
をつかんだ
り，細部に注
意を向けた
りするのが
難しい

□他者との社会的関係の形成に困難があり，相
手の気持ちを想像することが苦手で字義通り
の解釈をする，暗黙のルールや一般的な常識が
理解できない，また，望ましいと分かっていて
もそのとおりにできないことがある

□海外から帰国した児童や外国人の児童，両親
が国際結婚である児童の多くは，日本社会とは
異なる言語や生活習慣，行動様式を身に付けて
いると考えられる
日本語の理解が不十分なために，他の児童と意
見を伝え合うことなどが難しいことも考えら
れる

□様々な事
象を調べた
り，得られ
た情報をま
とめたりす
ることに困
難がある

□関心のあ
る事柄を広
げることが
難しい

□様々な
情報の中
から，必
要な事柄
を選択し
て比べる
ことが難
しい

□学習の
振り返り
が難しい

□人前で
話すこと
への不安
から，自
分の考え
などを発
表するこ
とが難し
い

児
童
の
知
的
な
側
面
、
情
意
的
な
側
面
、
身
体
的
な
側
面
な
ど
に
関
す
る
児
童
の
実
際
の
姿
や
経
験
と
い
っ
た
、
児
童
の

実
態
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
合
的
に
働
か
せ

る
よ
う
な
学
習
を
行
う
た
め
、
各
教
科
等
に
お
け
る
配
慮
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□相手の気持
ちを察したり
理解したりす
ることが苦手

□話を最後ま
で聞いて答え
ることが苦手

□学校行事にお
ける避難訓練等
の参加に対し，
強い不安を抱い
たり戸惑ったり
する

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

❶自分がどこを読
むのかが分かる

❷行間を空ける

❸語のまとまりや
区切りが分かる

❹読む部分だけが
見える

行動や会話文に気
持ちが込められて
いることに気付か
せてから言葉で表
現させる

多様な表
現方法が
選択でき
る
自分の考
えを表す
ことに対
する自信
をもたせ
る

掲載され
ている情
報を精選
し，視点
を明確に
する

社会的事象の
意味を理解し
やすくするた
め，社会の営
みと身近な生
活がつながっ
ていることを
実感できるよ
うにする

社会的事
象を読み
取りやす
くする

見通しが
もてる

参考にで
きる

具体的に
イメージ
をもつこ
とができ
る

❶数量の関係をイ
メージできる

❷解決に必要な情報
に注目できる

空間におけ
る直線や平
面の位置関
係をイメー
ジできる

目的に応じた
グラフの表し
方があること
を理解する

学習の見通
しがもてる

教員が確
実に児童
の様子を
把握でき
る

注意集中
を持続す
る

説明や指
示の意味
を理解し，
なぜ危険
なのかを
イメージ
できる

大切に扱
うことの
意義や他
者の思い
を理解で
きる

どのように考
えればよいの
か，具体的な
イメージを想
起しやすくす
る

学習経過
を思い出
しやすく
する

要素に着目し
やすくなるよ
うに，要素の
表れ方を視覚
化，動作化す
る

視覚的に
情報を整
理する

造形的な特徴
を理解し，技
能を習得する

形や色な
どに気付
くことや
自分のイ
メージを
もつこと
のきっか
けを得ら
れる

落ち着い
て学習で
きるよう
にする

視覚的に
捉えられ
るように
して関心
を高める

体感でき
るように
して関心
を高める

手元に集中
して安全に
作業に取り
組める

極度の不
器用さや
動きを組
み立てる
ことへの
苦手さが
あること
が考えら
れる

活動の見
通しをも
たせる

考えたこ
とや思っ
たことを
すぐに行
動に移す
ことを防
ぐ

❶外国語と日
本語の音声や
リズムの違い
に気付く

❷本時の流れ
が分かる

❶語のまと
まりや文の
構成を見て
捉えやすく
する

❷貼る位置
や順番に配
慮する

❶他者の心情を理解する

❷評価に当たっても，困難さの状況ごとの配慮
を踏まえる

他の児童との比較による評価や目標への到達
度を測る評価ではなく，一人一人の児童がいか
に成長したかを積極的に受け止めて認め，励ま
す個人内評価を行う，道徳科の評価本来の在り
方を追求する

必要な事象
や情報を選
択して整理
できる

関心のもて
る範囲を広
げることが
できる

具体的な
イメージ
をもって
比較する
ことがで
きる

学習して
きた場面
を想起し
やすいよ
うに，思
い出すた
めの手掛
かりが得
られるよ
うにする

安心して
発表でき
るように
児童の表
現を支援
するため
の手立て
を工夫

他者の心情等
を理解しやす
いようにする

発言するタイ
ミングが理解
できるように，
コミュニケー
ションの図り
方についての
指導

見通しがもてる

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

①教科書の文を指
等で押さえながら
読むよう促す

②拡大コピーをし
たものを用意

③分かち書きされ
たものを用意

④自助具（スリッ
ト等）を活用

児童の日常的な生
活経験に関する例
文を示す

気持ちの移り変わ
りが分かる文章の
中のキーワードを
示す

気持ちの変化を図
や矢印などで視覚
的に分かるように
示す

紙やホワ
イトボー
ドに書い
たものを
提示

ＩＣＴ機
器を活用
して発表

地図等の
情報を拡
大する

見る範囲
を限定す
る

特別活動など
との関連付け
などを通して，
具体的な体験
や作業などを
取り入れる

学習の順序を
分かりやすく
説明し，安心
して学習でき
るようにする

写真など
の資料や
発問を工
夫する

ヒントに
なる事実
をカード
等に整理
して示し，
学習順序
を考えら
れるよう
にする

見本を示
したワー
クシート
を作成す
る

児童の興
味・関心
や生活経
験に関連
の深い題
材を取り
上 げ て，
既習の言
葉や分か
る言葉に
置き換え
る

①児童の経験に基づ
いた場面や興味ある
題材を取り上げる

場面を具体物を用い
て動作化させる

②文章を一部分ごと
に示す

図式化する

立体模型で
特徴のある
部分を触ら
せるなどし
ながら，言
葉で特徴を
説明する

見取図や展
開図と見比
べて位置関
係を把握す
る

折れ線グラフ
の縦軸の幅を
変えたグラフ
に表す

棒グラフや折
れ線グラフ，
帯グラフなど
違うグラフに
表し，よりよ
い表し方に気
付く

実験の目的
を明示する

実験の手順
や方法を視
覚的に表し
たプリント
等を掲示し
たり，配付
したりする

教員が確
実に様子
を把握で
きる場所
で活動で
きるよう
にする

観察する
ポイント
を示した
り，ＩＣ
Ｔ教材を
活用した
りする

体験的な
事前学習
を行う

学習場面
に即して，
児童の生
活経験等
も踏まえ
ながら具
体的に教
える

考える項目や
順序を示した
プリントを準
備して文章を
書く

事前に自分の
考えたことを
言葉や動作で
表現してから
文章を書く

学習経過
などの分
かる文章
や 写 真，
イラスト
等を活用
する

音楽に合わせ
て一緒に拍を
打ったり体を
動かしたりす
る

動作化は，決
められた動き
のパターンを
習得するよう
な活動になら
ないように留
意する

拡大楽譜
などを用
いて声部
を色分け
する

リズムや
旋律を部
分的に取
り出して
カードに
する

児童の経験や
実態を考慮し
て，特徴が分
かりやすいも
のを例示

多様な材料や
用具を用意し
たり，種類や
数を絞ったり
する

自分や友
人の感じ
たことや
考えたこ
とを言葉
にする場
を設定す
る

道具や材
料を必要
最小限に
抑えて準
備する

整理・整
頓された
学習環境
で学習で
きるよう
工夫する

約束や注
意点，手
順等を視
覚的に捉
えられる
掲示物や
カードを
明示

体感でき
る教材・
教具を活
用する

個別の対応
ができるよ
うな作業ス
ペースや作
業時間を確
保する

動きを細
分化して
指導した
り，適切
に補助を
しながら
行ったり
する

活動の見
通しを立
ててから
活動させ
る

勝ったと
きや負け
たときの
表現の仕
方を事前
に確認す
る

①リズムやイ
ントネーショ
ンを，教員が
手拍子を打つ，
音の強弱を手
を上下に動か
して表す

②本時の活動
の流れを黒板
に記載してお
く

①外国語の
文字を提示
する際に字
体をそろえ
たり，線上に
文字を書く

②語彙・表現
などを記し
たカードな
どを黒板に
貼る

①役割を交代して動作化，劇化する，ルールを
明文化する

②相手の意見を取り入れつつ自分の考えを深
めているかなど，児童の多面的・多角的な見方
への発展や道徳的価値を自分のこととして捉
えているかを丁寧に見取る
道徳的価値の理解を深めていることをどのよ
うに見取るのかという評価資料を集める

日本語を使って十分に表現することが困難な
児童については，発言や記述以外の形で見られ
る様々な姿に着目する

着目する点
や調べる内
容，まとめ
る手順や調
べ方につい
て具体的に
提示する

現在の関心
事を核にし
て，それと
関連する具
体的な内容
を示してい
く

比べる視
点の焦点
を明確に
する，よ
り具体化
して提示
する

学習して
きた内容
を文章や
イラスト，
写真等で
視覚的に
示す

発表する
内容につ
いて紙面
に整理し，
その紙面
を見なが
ら発表で
きるよう
にする

ＩＣＴ機
器を活用
する

役割を交代し
て相手の気持
ちを考える

相手の意図を
理解しやすい
場面に置き換
える

イラスト等を
活用し視覚的
に表す

事前に発言や
質問する際の
タイミングな
どについて具
体的に伝える

各活動・学校行
事のねらいや活
動の内容，役割
（得意なこと）の
分担などについ
て，視覚化する

理解しやすい方
法を用いて事前
指導

周囲の児童に協
力を依頼

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 技術家庭 保健・体育 外国語 特別の教科　道徳 総合的な学習の時間 特別活動
生
徒
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□自分の立場以外の視点で考
えたり他者の感情を理解した
りするのが困難

□比較的長
い文章を書
くなど，一
定量の文字
を書くこと
が困難

□声を出
して発表
すること
に困難が
ある。人
前で話す
ことへの
不安を抱
く

□地図等
の資料か
ら必要な
情報を見
付け出し
たり，読
み取った
りするこ
とが困難

□社会的事象
に興味・関心
がもてない

□学習過
程におけ
る動機付
けの場面
において
学習上の
課題を見
いだすこ
とが難し
い

□方向付
けの場面
において，
予想を立
てること
が困難

□情報収集や
考察，まとめ
の場面におい
て，どの観点
で考えるのか
が難しい

□文章を読
み取り，数量
の関係を文
字式を用い
て表すこと
が難しい

□空間図形
のもつ性質
を理解する
ことが難し
い

□実験を
行う活動
において，
実験の手
順や方法
を理解す
ることが
困難

□燃焼実
験のよう
な学習活
動におい
ては危険
を伴う

□音楽を形づ
くっている要
素（音色，リズ
ム，速度，旋律，
テクスチュア，
強弱，形式，構
成など）を知覚
することが難
しい

□音楽を
聴くこと
によって
自分の内
面に生ま
れる様々
なイメー
ジや感情
を言語化
すること
が難しい

実
際
の
学
習
の
場
面
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
困
難
さ
の
状
態
を
把
握
し
つ
つ
、
他
の
生
徒
と
の
関
係
性
や
学
級
集
団
の
雰

囲
気
な
ど
に
応
じ
て
、
適
切
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

□形や色彩な
どの変化を見
分けたり，微
妙な変化を感
じ取ったりす
ることが難し
い

□造形的
な特徴な
どからイ
メージを
捉えるこ
とが難し
い

表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
一
人
一
人
の
生
徒
が
感
性
や
想
像
力
な
ど
を
働
か
せ
て
、
対
象
や
事
象
の
様
々
な
こ

と
を
感
じ
取
り
考
え
な
が
ら
、
自
分
と
し
て
の
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
し
、
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
え
る
よ

う
、
互
い
の
表
現
の
よ
さ
や
個
性
な
ど
を
認
め
尊
重
し
合
う
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
状
況
や
発
達

の
特
性
に
配
慮
し
、
個
に
応
じ
た
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

□周囲の状
況に気が散
りやすく，加
工用の工具
や機器を安
全に使用す
ることが難
しい（技術分
野：「Ａ材料
と加工の技
術」の（2））

□新たなプロ
グラムを設計
することが難
しい（技術分
野：「Ｄ情報の
技術」の（2）
及び（3））

□調理や製作
等の実習を行
う際，学習活
動の見通しを
もったり，安
全に用具等を
使用したりす
ることが難し
い（家庭分野：
「Ｂ衣食住の
生活」の（3）
及び（5））

□グルー
プで活動
すること
が難しい

□見えにくさ
のため活動に
制限がある

□身体の動き
に制約があり，
活動に制限が
ある

□リズムやタ
イミングに合
わせて動くこ
とや複雑な動
きをすること

ボールや用具
の操作等が難
しい

□試合や
記録測定，
発表など
の状況の
変化への
対応が求
められる
学習活動
への参加
が難しい

□日常生
活とは異
なる環境
での活動
が難しい

□対人関
係への不
安が強く，
他者の体
に直接触
れること
が難しい

□自分の
力をコン
トロール
すること
が難しい

□勝ち負
けや記録
にこだわ
り過ぎて，
感情をコ
ントロー
ルするこ
とが難し
い

□グループ
での準備や
役割分担が
難しい

□保健の
学 習 で，
実習など
の学習活
動に参加
すること
が難しい

□明確な規則にこだ
わり，強い不安や抵
抗感を抱いてしまう

□他者との社会的関係の形成に困難があり，相手の
気持ちを想像することが苦手で字義通りの解釈を
する，暗黙のルールや一般的な常識が理解できない
また，望ましいと分かっていてもそのとおりにでき
ないことがある

□海外から帰国した生徒や外国人の生徒，両親が国
際結婚である生徒の多くは，日本社会とは異なる言
語や生活習慣，行動様式を身に付けていると考えら
れる
日本語の理解が不十分なために，他の生徒と意見を
伝え合うことなどが難しいことも考えられる

□様々な事
象を調べた
り，得られ
た情報をま
とめたりす
ることに困
難がある

□関心のあ
る事柄を広
げることが
難しい

□様々な
情報の中
から，必
要な事柄
を選択し
て比べる
ことが難
しい

□学習の
振り返り
が難しい

□人前で
話すこと
への不安
から，自
分の考え
などを発
表するこ
とが難し 
い

生
徒
の
知
的
な
側
面
、
情
意
的
な
側
面
、
身
体
的
な
側
面
な
ど
に
関
す
る
生
徒
の
実
際
の
姿
や
経
験
と
い
っ
た
、
生
徒
の

実
態
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
合
的
に
働
か
せ
る

よ
う
な
学
習
を
行
う
た
め
、
各
教
科
等
に
お
け
る
配
慮
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□相手の気持
ちを察したり
理解したりす
ることが苦手

□話を最後
まで聞いて
答えること
が苦手

□学校行事に
おける避難訓
練等の参加に
対し，強い不
安を抱いたり
戸惑ったりす
る

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

文章に表れている心情やその
変化等が分かるように，工夫
してから，言葉で表現させる

文字を書く
負担を軽減
する

多様な表
現方法が
選択でき
る工夫
自分の考
えを表す
ことに対
する自信
がもてる

掲載され
ている情
報を精選
し，視点
を明確に
する

その社会的事
象の意味を理
解しやすくす
るため，社会
の動きと身近
な生活がつな
がっているこ
とを実感でき
るようにする

社会的事
象を読み
取りやす
くする

見通しが
もてる

参考にできる ❶数量の関
係をイメー
ジできる

❷解決に必
要な情報に
注目できる

空間におけ
る直線や平
面の位置関
係をイメー
ジできる

見通しが
もてる

教員が確
実に生徒
の様子を
把握でき
る

要素に着目し
やすくできる
ように要素の
表れ方を視覚
化，動作化する

表現した
い言葉を
思い出す
きっかけ
となる

❶生徒の実態
やこれまでの
経験に応じて
工夫する

❷一人一人が
自分に合った
ものが選べる

形や色な
どに対す
る気付き
や豊かな
イメージ
につなが
る

障害の状態
に応じて，手
元に集中し
て安全に作
業に取り組
める

難易度の調整
や段階的な指
導に配慮して，
生徒が考えや
すくする

随時生徒が視
覚的に確認で
きるようにし
て，安全への
配慮を徹底す
る

役割分担
や役割が
実行でき
たかを振
り返るこ
とができ
るように
する

不安を軽減し
たり安全に実
施したりする

生徒の実情に
応じて仲間と
積極的に活動
できる

動きを理解す
る，自ら積極
的に動いたり
する

生徒の実
情に応じ
て状況の
変化に対
応できる
ようにす
る

不安を解
消できる

仲間とと
もに活動
すること
ができる

状況に応
じて力の
コ ン ト
ロールが
できる

状況に応
じて感情
がコント
ロールで
きる

準備の必要
性やチーム
で果たす役
割の意味に
ついて理解
する

実習の手
順や方法
が理解で
きる

英語の語には，発音
と綴りの関係に必ず
しも規則性があると
は限らないものが多
いことを留意する

❶他者の心情を理解する

❷評価に当たっては，困難さの状況ごとの配慮を踏
まえる

他の生徒との比較による評価や目標への到達度を
測る評価ではなく，一人一人の生徒がいかに成長し
たかを積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価
を行う，道徳科の評価本来の在り方を追求する

必要な事象
や情報を選
択して整理
できる

関心のもて
る範囲を広
げることが
できる

具体的な
イメージ
をもって
比較する
ことがで
きる

学習して
きた場面
を想起し
やすいよ
うに，思
い出すた
めの手掛
かりが得
られるよ
うにする

安心して
発表でき
るように
生徒の表
現を支援
するため
の手立て
を工夫

他者の心情等
を理解しやす
いようにする

発言するタ
イミングが
理解できる
ように，コ
ミュニケー
ションの図
り方につい
ての指導

見通しがもて
る

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

生徒が身近に感じられる文章
（例えば，同年代の主人公の物
語など）を取り上げる

行動の描写や会話文に含まれ
ている気持ちがよく伝わって
くる語句等に気付かせる

心情の移り変わりが分かる文
章の中のキーワードを示す

心情の変化を図や矢印などで
視覚的に分かるように示す

手書きだけ
ではなくＩ
ＣＴ機器を
使って文章
を書くこと
ができるよ
うにする

紙やホワ
イトボー
ドに書い
たものを
提示

ＩＣＴ機
器を活用
して発表

地図等の
情報を拡
大する

見る範囲
を限定す
る

特別活動など
との関連付け
などを通して，
実際的な体験
や作業などを
取り入れる

学習の順序を
分かりやすく
説明し，安心
して学習でき
るようにする

写真など
の資料や
発問を工
夫する

ヒントに
なる事実
をカード
等に整理
して示し，
学習順序
を考えら
れるよう
にする

ヒントが記入
されている
ワークシート
を作成する

①生徒の経
験に基づい
た場面や興
味のある題
材を取り上
げる

②印を付け
させる

場面を図式
化する

立体模型で
特徴のある
部分を触ら
せるなどし
ながら，言葉
で特徴を説
明する

見取図や展
開図と見比
べて位置関
係を把握す
る

実験の操
作手順を
具体的に
明示する

扱いやす
い実験器
具を用い
る

教員が確
実に様子
を把握で
きる場所
で活動で
きるよう
にする

音楽に合わせ
て一緒に拍を
打ったり体を
動かしたりす
る

動作化する際
は，決められた
動きのパター
ンを習得する
ような活動に
ならないよう
留意する

イメージ
や感情を
表す形容
詞などの
キーワー
ドを示し，
選択でき
るように
する

①造形の要素
の特徴や働き
が分かりやす
いものを例示

②多様な材料
や用具を用意
したり種類や
数を絞ったり，
造形の要素の
特徴や働きが
分かりやすい
ものを例示

自分や他
の人の感
じたこと
や考えた
ことを言
葉にする
場を設定
する

個別の対応
ができる作
業スぺース
や作業時間
を確保する

作業を補助
するジグを
用いる

あらかじめ用
意した幾つか
の見本となる
プログラムを
データとして
準備し，一部
を自分なりに
改良できるよ
うにする

個に応じて段
階的に手順を
写真やイラス
トで提示する

実習中の約束
事を決め，視
覚的に確認で
きるようにす
る

他の生徒
と協力す
る具体的
な内容を
明確にす
る

活動場所や動
きを事前に確
認する

仲間同士で声
を掛け合う方
法を事前に決
める

音が出る用具
を使用する

用具やルール
の変更を行う
それらの変更
について仲間
と話し合う活
動を行う

必要に応じて
補助用具の活
用を図る

動きを視覚的
又は言語情報
に変更，簡素
化して提示

動かす体の部
位を意識させ
る

操作が易しい
用具の使用や
用具の大きさ
を工夫

挑戦する
ことを認
め合う雰
囲気づく
りをする

ルールの
弾力化や
場面設定
の簡略化
を図る

学習の順
序や具体
的な内容
を段階的
に説明す
る

ロープや
タオルな
どの補助
用具を用
いる

力の出し
方を視覚
化したり，
力の入れ
方を数値
化したり
する

事前に活
動の見通
しを立て
る

勝ったと
きや負け
たとき等
の感情の
表し方に
ついて確
認する

準備や役割
分担の視覚
的な明示

生徒の実情
に応じて取
り組むこと
ができる役
割から段階
的に取り組
ませる

手順や方
法を視覚
的に示す

一つ一つ
の技能を
個別に指
導する

語を書く，発音する
ことがねらいの活動
では，その場で発音
することを求めず，
ねらいに沿って安心
して取り組めるよう
にする

似た規則の語を選ん
で扱うことで，安心
して発音できるよう
にする

①役割を交代して動作化，劇化する，ルールを明文
化する

②相手の意見を取り入れつつ自分の考えを深めて
いるなど，生徒の多面的・多角的な見方への発展や
道徳的価値を自分のこととして捉えているかを丁
寧に見取る
道徳的価値の理解を深めていることをどのように
見取るのかという評価資料を集める

日本語を使って十分に表現することが困難な生徒
については，発言や記述以外の形で見られる様々な
姿に着目する

着目する点
や調べる内
容，まとめ
る手順や調
べ方につい
て具体的に
提示する

現在の関心
事を核にし
て，それと
関連する具
体的な内容
を示してい
く

比べる視
点の焦点
を明確に
する，よ
り具体化
して提示
する

学習して
きた内容
を文章や
イラスト，
写真等で
視覚的に
示す

発表する
内容につ
いて紙面
に整理し，
その紙面
を見なが
ら発表で
きるよう
にする

ＩＣＴ機
器を活用
する

役割を交代し
て相手の気持
ちを考える

相手の意図を
理解しやすい
場面に置き換
える

イラスト等を
活用して視覚
的に表す

事前に発言
や質問する
際のタイミ
ングなどに
ついて具体
的に伝える

各活動や学校
行事のねらい
や活動の内容，
役割（得意な
こと）の分担
を視覚化する

理解しやすい
方法を用いて
事前指導

周囲の生徒に
協力を依頼

引用・参考文献
各教科等の小・中学校学習指導要領
（平成 29年告示）解説
（文部科学省，2018）

教師の皆様へ
　学習指導要領は，「学びの地図」
として，全国どこの学校でも一定
の教育水準が保てるよう，文部
科学省が定めている教育課程
（カリキュラム）の基準です。
　およそ10年に一度改訂され，こ
れを基に子どもたちの教科書や
時間割が作られます。小学校は
2020 年度～中学校は 2021 年
度～新しい学習指導要領がス
タートします。
　この表は，小中学校における全
ての教科等の新学習指導要領の
解説の中から一部を引用し，要約
したものです。
　通常の学級における，個性豊か
な子どもたち一人一人の教育的
ニーズに応じた，きめ細かな指導
や支援を目指して，各教科等の指
導の工夫の意図，手立てを簡単・
明確に示しています。

小学校学習指導要領解説を基にした
指導方法の工夫　国語編

年間を通しての実践イメージ
　生徒指導上の問題の未然防止
を目指して，年間の実践を展開
しました。前年度からの支援体制
づくりに活用ください。

　小1はスタートカリキュラムか
らの「基本的生活習慣の育成」，
中1は保健体育科と特別活動の
教科等横断的な視点による「心と
体の健康づくり」を記載しています。

■ミニ事例検討会　
　児童生徒一人一人の困難さの状態を話し合うこ
とで，□項目以外のエピソードも共有できます。拡
大コピーも利用して，ミニ事例検討会を開いてみま
しょう。

■工夫の意図　
　学びの過程において把握した実態に対して，指導
の工夫の意図を明確にすることは重要です。

■全学年で共有する指導の工夫
　校内研修では，記載した指導例以外の教師の実
践例も共有しましょう。
　全学年で授業改善ができます。

■キーワード
　重要な語句は色を変えています。キーワードで児
童生徒の困難さの概要をつかむことができます。　

実践研究資料提供
河野　由美（小学1年生の実践）
馬場貴美子（中学1年生の実践）

学校現場のニーズに関する情報提供
四宮　ゆみ，池上　朗子，小堀　訓子

鳴門教育大学生徒指導支援センターにおいては，
次の者がリーフレットの作成・編集に当たった。

末内　佳代　鳴門教育大学教職大学院 生徒指導コース 教授



小・中学校学習指導要領解説から
子どもたちの実態を見つめ，指導上の意図を明確にした，具体的な手立てを教師に提供する

個性豊かな子どもたちは
指導の工夫によって
学校に居場所を

つくることができます

個性豊かな子どもたちは
指導の工夫によって
学校に居場所を

つくることができます

指導において，子どもたちが好きなことを生かしましょう。
活躍できることがあるはずです。そうすれば，自己肯定感は生まれます。

学校や学級が居場所となります。
生徒指導上の問題の未然防止にもつながります。
教育相談においても，子どもの心をほぐすとき，

「好きなことは？」と聴くと，
子どもたちは，生き生きと語り，やがて，

自分の心の深いところにある，言いたかったことに気付きます。
全ての子どもたちの可能性に光をあてることは，
教師として，大人として，大切な役割だと思います。

生徒指導支援センター
Naruto University of Education

リーフレットの作成に関する協力者 （順不同，敬称略）
徳島県公立小・中学校教諭

＊リーフレットは鳴門教育大学生徒指導支援センターホームページに，PDFファイルでも提供しています。
　必要なページをダウンロードし，利用してください。

リーフレットの構成と使い方

各教科等の指導方法の工夫（各教科，全教科，小・中を見通して活用）

中
学
校

小
学
校

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語活動・外国語 特別の教科　道徳 総合的な学習の時間 特別活動
児
童
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□文章を目で追い
ながら音読するこ
とが困難

□自分の立場以外
の視点で考えたり
他者の感情を理解
したりするのが困
難

□声を出
して発表
すること
に困難が
ある，人
前で話す
ことへの
不安を抱
く

□地図等
の資料か
ら必要な
情報を見
付け出し
たり，読
み取った
りするこ
とが困難

□社会的事象
に興味・関心
がもてない

□学習問
題に気付
くことが
難しい

□予想を
立てるこ
とが困難

□情報収
集や考察，
まとめの
場面にお
いて，考
える際の
視点が定
まらない

□「 商 」
「等しい」
など，児
童が日常
使用する
ことが少
なく，抽
象度の高
い言葉の
理解が困
難

□文章を読み取り，
数量の関係を式を用
いて表すことが難し
い

□空間図形
のもつ性質
を理解する
ことが難し
い

□データを目
的に応じてグ
ラフに表すこ
とが難しい

□実験の手
順や方法を
理解するこ
とが困難で
あったり，
見通しがも
てなかった
りする

□燃焼実
験のよう
に危険を
伴う学習
活動にお
いて，危
険に気付
きにくい

□自然の
事物・現
象を観察
する活動
において，
時間をか
けて観察
をするこ
とが難し
い

□言葉で
の説明や
指示だけ
では，安
全に気を
付けるこ
とが難し
い

□みんな
で使うも
の等を大
切に扱う
ことが難
しい

□自分の経験
を文章にした
り，考えをま
とめたりする
ことが困難

□学習の
振り返り
の場面に
おいて学
習内容の
想起が難
しい

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□音楽を形づ
くっている要
素（リズム，速
度，旋律，強
弱，反復等）の
聴き取りが難
しい

□多くの
声部が並
列してい
る楽譜な
ど，情報
量が多く，
児童がど
こに注目
したらよ
いのか混
乱しやす
い

□変化を見分
けたり，微妙
な違いを感じ
取ったりする
ことが難しい

□形や色
などの特
徴を捉え
ることや，
自分のイ
メージを
もつこと
が難しい

□学習に
集中した
り，持続
したりす
ることが
難しい

□活動へ
の関心を
もつこと
が難しい

□周囲の状
況に気が散
りやすく，
包丁，アイ
ロン，ミシ
ンなどの用
具を安全に
使用するこ
とが難しい

□複雑な
動きをし
たり，バ
ランスを
取ったり
すること
に困難

□勝ち負
けに過度
に こ だ
わったり，
負けた際
に感情を
抑えられ
なかった
りする

□音声を聞き
取ることが難
しい

□１単語当
たりの文字
数が多い単
語や，文など
の文字情報
になると，読
む手掛かり
をつかんだ
り，細部に注
意を向けた
りするのが
難しい

□他者との社会的関係の形成に困難があり，相
手の気持ちを想像することが苦手で字義通り
の解釈をする，暗黙のルールや一般的な常識が
理解できない，また，望ましいと分かっていて
もそのとおりにできないことがある

□海外から帰国した児童や外国人の児童，両親
が国際結婚である児童の多くは，日本社会とは
異なる言語や生活習慣，行動様式を身に付けて
いると考えられる
日本語の理解が不十分なために，他の児童と意
見を伝え合うことなどが難しいことも考えら
れる

□様々な事
象を調べた
り，得られ
た情報をま
とめたりす
ることに困
難がある

□関心のあ
る事柄を広
げることが
難しい

□様々な
情報の中
から，必
要な事柄
を選択し
て比べる
ことが難
しい

□学習の
振り返り
が難しい

□人前で
話すこと
への不安
から，自
分の考え
などを発
表するこ
とが難し
い

児
童
の
知
的
な
側
面
、
情
意
的
な
側
面
、
身
体
的
な
側
面
な
ど
に
関
す
る
児
童
の
実
際
の
姿
や
経
験
と
い
っ
た
、
児
童
の

実
態
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
合
的
に
働
か
せ

る
よ
う
な
学
習
を
行
う
た
め
、
各
教
科
等
に
お
け
る
配
慮
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□相手の気持
ちを察したり
理解したりす
ることが苦手

□話を最後ま
で聞いて答え
ることが苦手

□学校行事にお
ける避難訓練等
の参加に対し，
強い不安を抱い
たり戸惑ったり
する

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

❶自分がどこを読
むのかが分かる

❷行間を空ける

❸語のまとまりや
区切りが分かる

❹読む部分だけが
見える

行動や会話文に気
持ちが込められて
いることに気付か
せてから言葉で表
現させる

多様な表
現方法が
選択でき
る
自分の考
えを表す
ことに対
する自信
をもたせ
る

掲載され
ている情
報を精選
し，視点
を明確に
する

社会的事象の
意味を理解し
やすくするた
め，社会の営
みと身近な生
活がつながっ
ていることを
実感できるよ
うにする

社会的事
象を読み
取りやす
くする

見通しが
もてる

参考にで
きる

具体的に
イメージ
をもつこ
とができ
る

❶数量の関係をイ
メージできる

❷解決に必要な情報
に注目できる

空間におけ
る直線や平
面の位置関
係をイメー
ジできる

目的に応じた
グラフの表し
方があること
を理解する

学習の見通
しがもてる

教員が確
実に児童
の様子を
把握でき
る

注意集中
を持続す
る

説明や指
示の意味
を理解し，
なぜ危険
なのかを
イメージ
できる

大切に扱
うことの
意義や他
者の思い
を理解で
きる

どのように考
えればよいの
か，具体的な
イメージを想
起しやすくす
る

学習経過
を思い出
しやすく
する

要素に着目し
やすくなるよ
うに，要素の
表れ方を視覚
化，動作化す
る

視覚的に
情報を整
理する

造形的な特徴
を理解し，技
能を習得する

形や色な
どに気付
くことや
自分のイ
メージを
もつこと
のきっか
けを得ら
れる

落ち着い
て学習で
きるよう
にする

視覚的に
捉えられ
るように
して関心
を高める

体感でき
るように
して関心
を高める

手元に集中
して安全に
作業に取り
組める

極度の不
器用さや
動きを組
み立てる
ことへの
苦手さが
あること
が考えら
れる

活動の見
通しをも
たせる

考えたこ
とや思っ
たことを
すぐに行
動に移す
ことを防
ぐ

❶外国語と日
本語の音声や
リズムの違い
に気付く

❷本時の流れ
が分かる

❶語のまと
まりや文の
構成を見て
捉えやすく
する

❷貼る位置
や順番に配
慮する

❶他者の心情を理解する

❷評価に当たっても，困難さの状況ごとの配慮
を踏まえる

他の児童との比較による評価や目標への到達
度を測る評価ではなく，一人一人の児童がいか
に成長したかを積極的に受け止めて認め，励ま
す個人内評価を行う，道徳科の評価本来の在り
方を追求する

必要な事象
や情報を選
択して整理
できる

関心のもて
る範囲を広
げることが
できる

具体的な
イメージ
をもって
比較する
ことがで
きる

学習して
きた場面
を想起し
やすいよ
うに，思
い出すた
めの手掛
かりが得
られるよ
うにする

安心して
発表でき
るように
児童の表
現を支援
するため
の手立て
を工夫

他者の心情等
を理解しやす
いようにする

発言するタイ
ミングが理解
できるように，
コミュニケー
ションの図り
方についての
指導

見通しがもてる

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

①教科書の文を指
等で押さえながら
読むよう促す

②拡大コピーをし
たものを用意

③分かち書きされ
たものを用意

④自助具（スリッ
ト等）を活用

児童の日常的な生
活経験に関する例
文を示す

気持ちの移り変わ
りが分かる文章の
中のキーワードを
示す

気持ちの変化を図
や矢印などで視覚
的に分かるように
示す

紙やホワ
イトボー
ドに書い
たものを
提示

ＩＣＴ機
器を活用
して発表

地図等の
情報を拡
大する

見る範囲
を限定す
る

特別活動など
との関連付け
などを通して，
具体的な体験
や作業などを
取り入れる

学習の順序を
分かりやすく
説明し，安心
して学習でき
るようにする

写真など
の資料や
発問を工
夫する

ヒントに
なる事実
をカード
等に整理
して示し，
学習順序
を考えら
れるよう
にする

見本を示
したワー
クシート
を作成す
る

児童の興
味・関心
や生活経
験に関連
の深い題
材を取り
上 げ て，
既習の言
葉や分か
る言葉に
置き換え
る

①児童の経験に基づ
いた場面や興味ある
題材を取り上げる

場面を具体物を用い
て動作化させる

②文章を一部分ごと
に示す

図式化する

立体模型で
特徴のある
部分を触ら
せるなどし
ながら，言
葉で特徴を
説明する

見取図や展
開図と見比
べて位置関
係を把握す
る

折れ線グラフ
の縦軸の幅を
変えたグラフ
に表す

棒グラフや折
れ線グラフ，
帯グラフなど
違うグラフに
表し，よりよ
い表し方に気
付く

実験の目的
を明示する

実験の手順
や方法を視
覚的に表し
たプリント
等を掲示し
たり，配付
したりする

教員が確
実に様子
を把握で
きる場所
で活動で
きるよう
にする

観察する
ポイント
を示した
り，ＩＣ
Ｔ教材を
活用した
りする

体験的な
事前学習
を行う

学習場面
に即して，
児童の生
活経験等
も踏まえ
ながら具
体的に教
える

考える項目や
順序を示した
プリントを準
備して文章を
書く

事前に自分の
考えたことを
言葉や動作で
表現してから
文章を書く

学習経過
などの分
かる文章
や 写 真，
イラスト
等を活用
する

音楽に合わせ
て一緒に拍を
打ったり体を
動かしたりす
る

動作化は，決
められた動き
のパターンを
習得するよう
な活動になら
ないように留
意する

拡大楽譜
などを用
いて声部
を色分け
する

リズムや
旋律を部
分的に取
り出して
カードに
する

児童の経験や
実態を考慮し
て，特徴が分
かりやすいも
のを例示

多様な材料や
用具を用意し
たり，種類や
数を絞ったり
する

自分や友
人の感じ
たことや
考えたこ
とを言葉
にする場
を設定す
る

道具や材
料を必要
最小限に
抑えて準
備する

整理・整
頓された
学習環境
で学習で
きるよう
工夫する

約束や注
意点，手
順等を視
覚的に捉
えられる
掲示物や
カードを
明示

体感でき
る教材・
教具を活
用する

個別の対応
ができるよ
うな作業ス
ペースや作
業時間を確
保する

動きを細
分化して
指導した
り，適切
に補助を
しながら
行ったり
する

活動の見
通しを立
ててから
活動させ
る

勝ったと
きや負け
たときの
表現の仕
方を事前
に確認す
る

①リズムやイ
ントネーショ
ンを，教員が
手拍子を打つ，
音の強弱を手
を上下に動か
して表す

②本時の活動
の流れを黒板
に記載してお
く

①外国語の
文字を提示
する際に字
体をそろえ
たり，線上に
文字を書く

②語彙・表現
などを記し
たカードな
どを黒板に
貼る

①役割を交代して動作化，劇化する，ルールを
明文化する

②相手の意見を取り入れつつ自分の考えを深
めているかなど，児童の多面的・多角的な見方
への発展や道徳的価値を自分のこととして捉
えているかを丁寧に見取る
道徳的価値の理解を深めていることをどのよ
うに見取るのかという評価資料を集める

日本語を使って十分に表現することが困難な
児童については，発言や記述以外の形で見られ
る様々な姿に着目する

着目する点
や調べる内
容，まとめ
る手順や調
べ方につい
て具体的に
提示する

現在の関心
事を核にし
て，それと
関連する具
体的な内容
を示してい
く

比べる視
点の焦点
を明確に
する，よ
り具体化
して提示
する

学習して
きた内容
を文章や
イラスト，
写真等で
視覚的に
示す

発表する
内容につ
いて紙面
に整理し，
その紙面
を見なが
ら発表で
きるよう
にする

ＩＣＴ機
器を活用
する

役割を交代し
て相手の気持
ちを考える

相手の意図を
理解しやすい
場面に置き換
える

イラスト等を
活用し視覚的
に表す

事前に発言や
質問する際の
タイミングな
どについて具
体的に伝える

各活動・学校行
事のねらいや活
動の内容，役割
（得意なこと）の
分担などについ
て，視覚化する

理解しやすい方
法を用いて事前
指導

周囲の児童に協
力を依頼

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 技術家庭 保健・体育 外国語 特別の教科　道徳 総合的な学習の時間 特別活動
生
徒
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□自分の立場以外の視点で考
えたり他者の感情を理解した
りするのが困難

□比較的長
い文章を書
くなど，一
定量の文字
を書くこと
が困難

□声を出
して発表
すること
に困難が
ある。人
前で話す
ことへの
不安を抱
く

□地図等
の資料か
ら必要な
情報を見
付け出し
たり，読
み取った
りするこ
とが困難

□社会的事象
に興味・関心
がもてない

□学習過
程におけ
る動機付
けの場面
において
学習上の
課題を見
いだすこ
とが難し
い

□方向付
けの場面
において，
予想を立
てること
が困難

□情報収集や
考察，まとめ
の場面におい
て，どの観点
で考えるのか
が難しい

□文章を読
み取り，数量
の関係を文
字式を用い
て表すこと
が難しい

□空間図形
のもつ性質
を理解する
ことが難し
い

□実験を
行う活動
において，
実験の手
順や方法
を理解す
ることが
困難

□燃焼実
験のよう
な学習活
動におい
ては危険
を伴う

□音楽を形づ
くっている要
素（音色，リズ
ム，速度，旋律，
テクスチュア，
強弱，形式，構
成など）を知覚
することが難
しい

□音楽を
聴くこと
によって
自分の内
面に生ま
れる様々
なイメー
ジや感情
を言語化
すること
が難しい

実
際
の
学
習
の
場
面
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
困
難
さ
の
状
態
を
把
握
し
つ
つ
、
他
の
生
徒
と
の
関
係
性
や
学
級
集
団
の
雰

囲
気
な
ど
に
応
じ
て
、
適
切
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

□形や色彩な
どの変化を見
分けたり，微
妙な変化を感
じ取ったりす
ることが難し
い

□造形的
な特徴な
どからイ
メージを
捉えるこ
とが難し
い

表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
一
人
一
人
の
生
徒
が
感
性
や
想
像
力
な
ど
を
働
か
せ
て
、
対
象
や
事
象
の
様
々
な
こ

と
を
感
じ
取
り
考
え
な
が
ら
、
自
分
と
し
て
の
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
し
、
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
え
る
よ

う
、
互
い
の
表
現
の
よ
さ
や
個
性
な
ど
を
認
め
尊
重
し
合
う
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
状
況
や
発
達

の
特
性
に
配
慮
し
、
個
に
応
じ
た
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

□周囲の状
況に気が散
りやすく，加
工用の工具
や機器を安
全に使用す
ることが難
しい（技術分
野：「Ａ材料
と加工の技
術」の（2））

□新たなプロ
グラムを設計
することが難
しい（技術分
野：「Ｄ情報の
技術」の（2）
及び（3））

□調理や製作
等の実習を行
う際，学習活
動の見通しを
もったり，安
全に用具等を
使用したりす
ることが難し
い（家庭分野：
「Ｂ衣食住の
生活」の（3）
及び（5））

□グルー
プで活動
すること
が難しい

□見えにくさ
のため活動に
制限がある

□身体の動き
に制約があり，
活動に制限が
ある

□リズムやタ
イミングに合
わせて動くこ
とや複雑な動
きをすること

ボールや用具
の操作等が難
しい

□試合や
記録測定，
発表など
の状況の
変化への
対応が求
められる
学習活動
への参加
が難しい

□日常生
活とは異
なる環境
での活動
が難しい

□対人関
係への不
安が強く，
他者の体
に直接触
れること
が難しい

□自分の
力をコン
トロール
すること
が難しい

□勝ち負
けや記録
にこだわ
り過ぎて，
感情をコ
ントロー
ルするこ
とが難し
い

□グループ
での準備や
役割分担が
難しい

□保健の
学 習 で，
実習など
の学習活
動に参加
すること
が難しい

□明確な規則にこだ
わり，強い不安や抵
抗感を抱いてしまう

□他者との社会的関係の形成に困難があり，相手の
気持ちを想像することが苦手で字義通りの解釈を
する，暗黙のルールや一般的な常識が理解できない
また，望ましいと分かっていてもそのとおりにでき
ないことがある

□海外から帰国した生徒や外国人の生徒，両親が国
際結婚である生徒の多くは，日本社会とは異なる言
語や生活習慣，行動様式を身に付けていると考えら
れる
日本語の理解が不十分なために，他の生徒と意見を
伝え合うことなどが難しいことも考えられる

□様々な事
象を調べた
り，得られ
た情報をま
とめたりす
ることに困
難がある

□関心のあ
る事柄を広
げることが
難しい

□様々な
情報の中
から，必
要な事柄
を選択し
て比べる
ことが難
しい

□学習の
振り返り
が難しい

□人前で
話すこと
への不安
から，自
分の考え
などを発
表するこ
とが難し 
い

生
徒
の
知
的
な
側
面
、
情
意
的
な
側
面
、
身
体
的
な
側
面
な
ど
に
関
す
る
生
徒
の
実
際
の
姿
や
経
験
と
い
っ
た
、
生
徒
の

実
態
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
合
的
に
働
か
せ
る

よ
う
な
学
習
を
行
う
た
め
、
各
教
科
等
に
お
け
る
配
慮
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□相手の気持
ちを察したり
理解したりす
ることが苦手

□話を最後
まで聞いて
答えること
が苦手

□学校行事に
おける避難訓
練等の参加に
対し，強い不
安を抱いたり
戸惑ったりす
る

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

文章に表れている心情やその
変化等が分かるように，工夫
してから，言葉で表現させる

文字を書く
負担を軽減
する

多様な表
現方法が
選択でき
る工夫
自分の考
えを表す
ことに対
する自信
がもてる

掲載され
ている情
報を精選
し，視点
を明確に
する

その社会的事
象の意味を理
解しやすくす
るため，社会
の動きと身近
な生活がつな
がっているこ
とを実感でき
るようにする

社会的事
象を読み
取りやす
くする

見通しが
もてる

参考にできる ❶数量の関
係をイメー
ジできる

❷解決に必
要な情報に
注目できる

空間におけ
る直線や平
面の位置関
係をイメー
ジできる

見通しが
もてる

教員が確
実に生徒
の様子を
把握でき
る

要素に着目し
やすくできる
ように要素の
表れ方を視覚
化，動作化する

表現した
い言葉を
思い出す
きっかけ
となる

❶生徒の実態
やこれまでの
経験に応じて
工夫する

❷一人一人が
自分に合った
ものが選べる

形や色な
どに対す
る気付き
や豊かな
イメージ
につなが
る

障害の状態
に応じて，手
元に集中し
て安全に作
業に取り組
める

難易度の調整
や段階的な指
導に配慮して，
生徒が考えや
すくする

随時生徒が視
覚的に確認で
きるようにし
て，安全への
配慮を徹底す
る

役割分担
や役割が
実行でき
たかを振
り返るこ
とができ
るように
する

不安を軽減し
たり安全に実
施したりする

生徒の実情に
応じて仲間と
積極的に活動
できる

動きを理解す
る，自ら積極
的に動いたり
する

生徒の実
情に応じ
て状況の
変化に対
応できる
ようにす
る

不安を解
消できる

仲間とと
もに活動
すること
ができる

状況に応
じて力の
コ ン ト
ロールが
できる

状況に応
じて感情
がコント
ロールで
きる

準備の必要
性やチーム
で果たす役
割の意味に
ついて理解
する

実習の手
順や方法
が理解で
きる

英語の語には，発音
と綴りの関係に必ず
しも規則性があると
は限らないものが多
いことを留意する

❶他者の心情を理解する

❷評価に当たっては，困難さの状況ごとの配慮を踏
まえる

他の生徒との比較による評価や目標への到達度を
測る評価ではなく，一人一人の生徒がいかに成長し
たかを積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価
を行う，道徳科の評価本来の在り方を追求する

必要な事象
や情報を選
択して整理
できる

関心のもて
る範囲を広
げることが
できる

具体的な
イメージ
をもって
比較する
ことがで
きる

学習して
きた場面
を想起し
やすいよ
うに，思
い出すた
めの手掛
かりが得
られるよ
うにする

安心して
発表でき
るように
生徒の表
現を支援
するため
の手立て
を工夫

他者の心情等
を理解しやす
いようにする

発言するタ
イミングが
理解できる
ように，コ
ミュニケー
ションの図
り方につい
ての指導

見通しがもて
る

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

生徒が身近に感じられる文章
（例えば，同年代の主人公の物
語など）を取り上げる

行動の描写や会話文に含まれ
ている気持ちがよく伝わって
くる語句等に気付かせる

心情の移り変わりが分かる文
章の中のキーワードを示す

心情の変化を図や矢印などで
視覚的に分かるように示す

手書きだけ
ではなくＩ
ＣＴ機器を
使って文章
を書くこと
ができるよ
うにする

紙やホワ
イトボー
ドに書い
たものを
提示

ＩＣＴ機
器を活用
して発表

地図等の
情報を拡
大する

見る範囲
を限定す
る

特別活動など
との関連付け
などを通して，
実際的な体験
や作業などを
取り入れる

学習の順序を
分かりやすく
説明し，安心
して学習でき
るようにする

写真など
の資料や
発問を工
夫する

ヒントに
なる事実
をカード
等に整理
して示し，
学習順序
を考えら
れるよう
にする

ヒントが記入
されている
ワークシート
を作成する

①生徒の経
験に基づい
た場面や興
味のある題
材を取り上
げる

②印を付け
させる

場面を図式
化する

立体模型で
特徴のある
部分を触ら
せるなどし
ながら，言葉
で特徴を説
明する

見取図や展
開図と見比
べて位置関
係を把握す
る

実験の操
作手順を
具体的に
明示する

扱いやす
い実験器
具を用い
る

教員が確
実に様子
を把握で
きる場所
で活動で
きるよう
にする

音楽に合わせ
て一緒に拍を
打ったり体を
動かしたりす
る

動作化する際
は，決められた
動きのパター
ンを習得する
ような活動に
ならないよう
留意する

イメージ
や感情を
表す形容
詞などの
キーワー
ドを示し，
選択でき
るように
する

①造形の要素
の特徴や働き
が分かりやす
いものを例示

②多様な材料
や用具を用意
したり種類や
数を絞ったり，
造形の要素の
特徴や働きが
分かりやすい
ものを例示

自分や他
の人の感
じたこと
や考えた
ことを言
葉にする
場を設定
する

個別の対応
ができる作
業スぺース
や作業時間
を確保する

作業を補助
するジグを
用いる

あらかじめ用
意した幾つか
の見本となる
プログラムを
データとして
準備し，一部
を自分なりに
改良できるよ
うにする

個に応じて段
階的に手順を
写真やイラス
トで提示する

実習中の約束
事を決め，視
覚的に確認で
きるようにす
る

他の生徒
と協力す
る具体的
な内容を
明確にす
る

活動場所や動
きを事前に確
認する

仲間同士で声
を掛け合う方
法を事前に決
める

音が出る用具
を使用する

用具やルール
の変更を行う
それらの変更
について仲間
と話し合う活
動を行う

必要に応じて
補助用具の活
用を図る

動きを視覚的
又は言語情報
に変更，簡素
化して提示

動かす体の部
位を意識させ
る

操作が易しい
用具の使用や
用具の大きさ
を工夫

挑戦する
ことを認
め合う雰
囲気づく
りをする

ルールの
弾力化や
場面設定
の簡略化
を図る

学習の順
序や具体
的な内容
を段階的
に説明す
る

ロープや
タオルな
どの補助
用具を用
いる

力の出し
方を視覚
化したり，
力の入れ
方を数値
化したり
する

事前に活
動の見通
しを立て
る

勝ったと
きや負け
たとき等
の感情の
表し方に
ついて確
認する

準備や役割
分担の視覚
的な明示

生徒の実情
に応じて取
り組むこと
ができる役
割から段階
的に取り組
ませる

手順や方
法を視覚
的に示す

一つ一つ
の技能を
個別に指
導する

語を書く，発音する
ことがねらいの活動
では，その場で発音
することを求めず，
ねらいに沿って安心
して取り組めるよう
にする

似た規則の語を選ん
で扱うことで，安心
して発音できるよう
にする

①役割を交代して動作化，劇化する，ルールを明文
化する

②相手の意見を取り入れつつ自分の考えを深めて
いるなど，生徒の多面的・多角的な見方への発展や
道徳的価値を自分のこととして捉えているかを丁
寧に見取る
道徳的価値の理解を深めていることをどのように
見取るのかという評価資料を集める

日本語を使って十分に表現することが困難な生徒
については，発言や記述以外の形で見られる様々な
姿に着目する

着目する点
や調べる内
容，まとめ
る手順や調
べ方につい
て具体的に
提示する

現在の関心
事を核にし
て，それと
関連する具
体的な内容
を示してい
く

比べる視
点の焦点
を明確に
する，よ
り具体化
して提示
する

学習して
きた内容
を文章や
イラスト，
写真等で
視覚的に
示す

発表する
内容につ
いて紙面
に整理し，
その紙面
を見なが
ら発表で
きるよう
にする

ＩＣＴ機
器を活用
する

役割を交代し
て相手の気持
ちを考える

相手の意図を
理解しやすい
場面に置き換
える

イラスト等を
活用して視覚
的に表す

事前に発言
や質問する
際のタイミ
ングなどに
ついて具体
的に伝える

各活動や学校
行事のねらい
や活動の内容，
役割（得意な
こと）の分担
を視覚化する

理解しやすい
方法を用いて
事前指導

周囲の生徒に
協力を依頼

引用・参考文献
各教科等の小・中学校学習指導要領
（平成 29年告示）解説
（文部科学省，2018）

教師の皆様へ
　学習指導要領は，「学びの地図」
として，全国どこの学校でも一定
の教育水準が保てるよう，文部
科学省が定めている教育課程
（カリキュラム）の基準です。
　およそ10年に一度改訂され，こ
れを基に子どもたちの教科書や
時間割が作られます。小学校は
2020 年度～中学校は 2021 年
度～新しい学習指導要領がス
タートします。
　この表は，小中学校における全
ての教科等の新学習指導要領の
解説の中から一部を引用し，要約
したものです。
　通常の学級における，個性豊か
な子どもたち一人一人の教育的
ニーズに応じた，きめ細かな指導
や支援を目指して，各教科等の指
導の工夫の意図，手立てを簡単・
明確に示しています。

小学校学習指導要領解説を基にした
指導方法の工夫　国語編

年間を通しての実践イメージ
　生徒指導上の問題の未然防止
を目指して，年間の実践を展開
しました。前年度からの支援体制
づくりに活用ください。

　小1はスタートカリキュラムか
らの「基本的生活習慣の育成」，
中1は保健体育科と特別活動の
教科等横断的な視点による「心と
体の健康づくり」を記載しています。

■ミニ事例検討会　
　児童生徒一人一人の困難さの状態を話し合うこ
とで，□項目以外のエピソードも共有できます。拡
大コピーも利用して，ミニ事例検討会を開いてみま
しょう。

■工夫の意図　
　学びの過程において把握した実態に対して，指導
の工夫の意図を明確にすることは重要です。

■全学年で共有する指導の工夫
　校内研修では，記載した指導例以外の教師の実
践例も共有しましょう。
　全学年で授業改善ができます。

■キーワード
　重要な語句は色を変えています。キーワードで児
童生徒の困難さの概要をつかむことができます。　

実践研究資料提供
河野　由美（小学1年生の実践）
馬場貴美子（中学1年生の実践）

学校現場のニーズに関する情報提供
四宮　ゆみ，池上　朗子，小堀　訓子

鳴門教育大学生徒指導支援センターにおいては，
次の者がリーフレットの作成・編集に当たった。

末内　佳代　鳴門教育大学教職大学院 生徒指導コース 教授



実践例

１

（河野・末内，2018）

＊幼稚園，保育所等を訪問
①幼児の生活の観察
②幼児の実態(発達・学びの様子・生活・
コミュニケ－ション），幼保の指導方法，
小学校のスタートカリキュラムへの
意見を聴取

＊幼保の訪問情報を基に
①スタートカリキュラムについて
　教職員全員が共通理解
②予想される困難場面での具体的な
手立ての検討
トイレ・靴箱の使い方
廊下の歩き方
朝の学習準備
話の聞き方　など

③②を基に教
職員全員が
環境整備と
授業改善

＊２学期・３学期と
継続して入学時
からの基本的な
生活習慣の定着
を図る

新年度

＊児童に,５月初旬と夏休み
明けに生活と学習の
アンケート，個別の聞き
取りを実施，「子どもの
言葉」を大切にした支援
の見直しを行う

＊授業時間(45分)を15分や
20分に分割 
＊見て，聞いて，触れて，匂って，
感じたり考えたりしたことを
表現し伝え合う授業「がっこう 
たんけん」

＊①幼児期に親しんだ活動
えほん・手遊び歌
②必要な基本的生活習慣
トイレ・お道具箱・靴箱・
傘立ての使い方
朝の学習準備

③人と関わる楽しい活動
自己紹介
握手ゲーム
じゃんけん列車　など

＊簡単でわかりやすい
＊見通しをもって生活
できる
①場の構造化
ロッカーの使い方

②ルールの明確化
机上に置くもの・
ゴミの分別表示・
掃除の仕方と手順

子どもの学びを
つなぐ

子どもの学びを
つなぐ

小１プロブレム
未然防止

小１プロブレム
未然防止

学年末

予想される
困難場面と手立
予想される

困難場面と手立

基本的生活
習慣の定着
基本的生活
習慣の定着

支援の見直し支援の見直し

幼児期教育と
接続した授業
幼児期教育と
接続した授業

使いやすい環境使いやすい環境

学校・学級
環境の整備
学校・学級
環境の整備

情報引継ぎ情報引継ぎ

スタート
カリキュラム
スタート
カリキュラム

実態把握実態把握

入　学

前年度

２・３学期

＊　　はリーフレットの「各教科等の学習指導要領解説」も参考にする。



＊見通し
①登校して授業開始までの流れ
②1時間の学習内容
③背面黒板に週予定
④日直の仕事の流れ
⑤授業準備物一覧表（全教科の準備物の写真付）
⑥朝学活連絡事項はホワイトボードを使用

実践例

2

学級開き

前年度

（馬場・末内，2018）

支援の見直し支援の見直し
実態把握実態把握

見通しが立つ生活見通しが立つ生活

体育祭に向けて体育祭に向けて

宿泊活動に
向けて

宿泊活動に
向けて

学級担任制から
教科担任制
学級担任制から
教科担任制

心の教育心の教育

集中できる学習環境集中できる学習環境

目で見てわかる
生徒指導

目で見てわかる
生徒指導

＊新入生小・中連絡会
①欠席日数，保健室登校日数，
遅刻・早退日数
②児童の実態(学習・生活・
コミュニケ－ション）

＊1･２･３学期
終了時に心
と体のアン
ケートを実
施,支援の見
直しを図る

＊「体育祭をテーマにした
共同コラージュ」：
体育祭への意欲を高める
＊「心の花束」:体育祭を
振り返り，友達へ感謝の
気持ちを伝える

＊「トラストウォーク」：
信頼し合う素晴らしさを
体感
＊「いいとこさがし」:
宿泊活動中のお互いの
良さを認め合う

＊複数小学校による人間関係の変化：
緊張･不安の解消
　（体育分野「体ほぐしの運動」）

＊思春期心性：うまくいかない･集中できない･
イライラしやすい
→心の健康を保つための適切な対処法
（保健分野「心身の機能の発達と心の健康」）

＊「先生を知るイエス･ノークイズ」：
　担任への信頼感を養う
＊生徒に,４月中旬に心と体のアンケート
を実施，生徒の実態を踏まえた学習

＊明確：ルールの視覚化
①掃除道具の片付け方
（環境・美化委員会との連携）
②ロッカーの構造化
（上級生の使用モデル写真）
③テストの受け方
（高校受験につなげる）
④職員室の入室の仕方 など

＊集中
①教室前方は黒板・日課表・学級目標・
声のものさしのみで，刺激量を減らす
②静かに学習するマーク

心と体は一体
安定した学校生活
心と体は一体
安定した学校生活
中１ギャップ
未然防止

中１ギャップ
未然防止

情報引継ぎ情報引継ぎ

体ほぐしの
運動

体ほぐしの
運動

入学前の環境整備

＊　　はリーフレットの「各教科等の学習指導要領解説」も参考にする。

新年度



小
学
校

国語 社会 算数
児
童
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□文章を目で追い
ながら音読するこ
とが困難

□自分の立場以外
の視点で考えたり
他者の感情を理解
したりするのが困
難

□声を出
して発表
すること
に困難が
ある，人
前で話す
ことへの
不安を抱
く

□地図等
の資料か
ら必要な
情報を見
付け出し
たり，読
み取った
りするこ
とが困難

□社会的事象
に興味・関心
がもてない

□学習問
題に気付
くことが
難しい

□予想を
立てるこ
とが困難

□情報収
集や考察，
まとめの
場面にお
いて，考
える際の
視点が定
まらない

□「商」
「等しい」
など，児
童が日常
使用する
ことが少
なく，抽
象度の高
い言葉の
理解が困
難

□文章を読み取り，数
量の関係を式を用い
て表すことが難しい

□空間図形
のもつ性質
を理解する
ことが難し
い

□データを目
的に応じてグ
ラフに表すこ
とが難しい

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

❶自分がどこを読
むのかが分かる

❷行間を空ける

❸語のまとまりや
区切りが分かる

❹読む部分だけが
見える

行動や会話文に気
持ちが込められて
いることに気付か
せてから言葉で表
現させる

多様な表
現方法が
選択でき
る
自分の考
えを表す
ことに対
する自信
をもたせ
る

掲載され
ている情
報を精選
し，視点
を明確に
する

社会的事象の
意味を理解し
やすくするた
め，社会の営
みと身近な生
活がつながっ
ていることを
実感できるよ
うにする

社会的事
象を読み
取りやす
くする

見通しが
もてる

参考にで
きる

具体的に
イメージ
をもつこ
とができ
る

❶数量の関係をイ
メージできる

❷解決に必要な情報
に注目できる

空間におけ
る直線や平
面の位置関
係をイメー
ジできる

目的に応じた
グラフの表し
方があること
を理解する

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

①教科書の文を指
等で押さえながら
読むよう促す

②拡大コピーをし
たものを用意

③分かち書きされ
たものを用意

④自助具（スリット
等）を活用

児童の日常的な生
活経験に関する例
文を示す

気持ちの移り変わ
りが分かる文章の
中のキーワードを
示す

気持ちの変化を図
や矢印などで視覚
的に分かるように
示す

紙やホワ
イトボー
ドに書い
たものを
提示

ＩＣＴ機器
を活用し
て発表

地図等の
情報を拡
大する

見る範囲
を限定す
る

特別活動など
との関連付け
などを通して，
具体的な体験
や作業などを
取り入れる

学習の順序を
分かりやすく
説明し，安心し
て学習できる
ようにする

写真など
の資料や
発問を工
夫する

ヒントに
なる事実
をカード
等に整理
して示し，
学習順序
を考えら
れるよう
にする

見本を示
したワー
クシート
を作成す
る

児童の興
味・関心
や生活経
験に関連
の深い題
材を取り
上げて，
既習の言
葉や分か
る言葉に
置き換え
る

①児童の経験に基づ
いた場面や興味ある
題材を取り上げる

場面を具体物を用い
て動作化させる

②文章を一部分ごと
に示す

図式化する

立体模型で
特徴のある
部分を触ら
せるなどし
ながら，言
葉で特徴を
説明する

見取図や展
開図と見比
べて位置関
係を把握す
る

折れ線グラフ
の縦軸の幅を
変えたグラフ
に表す

棒グラフや折
れ線グラフ，帯
グラフなど違
うグラフに表
し，よりよい表
し方に気付く

（文部科学省，2018）



小
学
校

理科 生活 音楽 図画工作
児
童
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□実験の手
順や方法を
理解するこ
とが困難で
あったり，見
通しがもて
なかったり
する

□燃焼実
験のよう
に危険を
伴う学習
活動にお
いて，危
険に気付
きにくい

□自然の
事物・現
象を観察
する活動
において，
時間をか
けて観察
をするこ
とが難し
い

□言葉で
の説明や
指示だけ
では，安
全に気を
付けるこ
とが難し
い

□みんな
で使うも
の等を大
切に扱う
ことが難
しい

□自分の経験
を文章にした
り，考えをまと
めたりするこ
とが困難

□学習の
振り返り
の場面に
おいて学
習内容の
想起が難
しい

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□音楽を形づ
くっている要素
（リズム，速度，
旋律，強弱，反
復等）の聴き
取りが難しい

□多くの
声部が並
列してい
る楽譜な
ど，情報
量が多く，
児童がど
こに注目
したらよ
いのか混
乱しやす
い

□変化を見分
けたり，微妙な
違いを感じ
取ったりする
ことが難しい

□形や色
などの特
徴を捉え
ることや，
自分のイ
メージを
もつこと
が難しい

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

学習の見通
しがもてる

教員が確
実に児童
の様子を
把握でき
る

注意集中
を持続す
る

説明や指
示の意味
を理解し，
なぜ危険
なのかを
イメージ
できる

大切に扱
うことの
意義や他
者の思い
を理解で
きる

どのように考
えればよいの
か，具体的な
イメージを想
起しやすくす
る

学習経過
を思い出
しやすく
する

要素に着目し
やすくなるよ
うに，要素の表
れ方を視覚化，
動作化する

視覚的に
情報を整
理する

造形的な特徴
を理解し，技能
を習得する

形や色な
どに気付
くことや
自分のイ
メージを
もつこと
のきっか
けを得ら
れる

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

実験の目的
を明示する

実験の手順
や方法を視
覚的に表し
たプリント
等を掲示し
たり，配付し
たりする

教員が確
実に様子
を把握で
きる場所
で活動で
きるよう
にする

観察する
ポイント
を示した
り，ＩＣＴ教
材を活用
したりす
る

体験的な
事前学習
を行う

学習場面
に即して，
児童の生
活経験等
も踏まえ
ながら具
体的に教
える

考える項目や
順序を示した
プリントを準
備して文章を
書く

事前に自分の
考えたことを
言葉や動作で
表現してから
文章を書く

学習経過
などの分
かる文章
や写真，
イラスト
等を活用
する

音楽に合わせ
て一緒に拍を
打ったり体を
動かしたりす
る

動作化は，決
められた動き
のパターンを
習得するよう
な活動になら
ないように留
意する

拡大楽譜
などを用
いて声部
を色分け
する

リズムや
旋律を部
分的に取
り出して
カードに
する

児童の経験や
実態を考慮し
て，特徴が分
かりやすいも
のを例示

多様な材料や
用具を用意し
たり，種類や数
を絞ったりす
る

自分や友
人の感じ
たことや
考えたこ
とを言葉
にする場
を設定す
る

（文部科学省，2018）



小
学
校

家庭 体育 外国語活動・外国語 特別の教科　道徳
児
童
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□学習に
集中した
り，持続し
たりする
ことが難
しい

□活動へ
の関心を
もつこと
が難しい

□周囲の状
況に気が散
りやすく，包
丁，アイロ
ン，ミシンな
どの用具を
安全に使用
することが
難しい

□複雑な
動きをし
たり，バラ
ンスを
取ったり
すること
に困難

□勝ち負
けに過度
にこだ
わったり，
負けた際
に感情を
抑えられ
なかった
りする

□音声を聞き
取ることが難
しい

□１単語当た
りの文字数
が多い単語
や，文などの
文字情報に
なると，読む
手掛かりを
つかんだり，
細部に注意
を向けたり
するのが難
しい

□他者との社会的関係の形成に困難があり，相
手の気持ちを想像することが苦手で字義通りの
解釈をする，暗黙のルールや一般的な常識が理
解できない，また，望ましいと分かっていてもそ
のとおりにできないことがある

□海外から帰国した児童や外国人の児童，両親
が国際結婚である児童の多くは，日本社会とは
異なる言語や生活習慣，行動様式を身に付けて
いると考えられる
日本語の理解が不十分なために，他の児童と意
見を伝え合うことなどが難しいことも考えられる

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

落ち着い
て学習で
きるよう
にする

視覚的に
捉えられ
るように
して関心
を高める

体感でき
るように
して関心
を高める

手元に集中
して安全に
作業に取り
組める

極度の不
器用さや
動きを組
み立てる
ことへの
苦手さが
あること
が考えら
れる

活動の見
通しをも
たせる

考えたこ
とや思っ
たことを
すぐに行
動に移す
ことを防
ぐ

❶外国語と日
本語の音声や
リズムの違い
に気付く

❷本時の流れ
が分かる

❶語のまと
まりや文の
構成を見て
捉えやすく
する

❷貼る位置
や順番に配
慮する

❶他者の心情を理解する

❷評価に当たっても，困難さの状況ごとの配慮を
踏まえる

他の児童との比較による評価や目標への到達度
を測る評価ではなく，一人一人の児童がいかに
成長したかを積極的に受け止めて認め，励ます
個人内評価を行う，道徳科の評価本来の在り方
を追求する

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

道具や材
料を必要
最小限に
抑えて準
備する

整理・整
頓された
学習環境
で学習で
きるよう
工夫する

約束や注
意点，手
順等を視
覚的に捉
えられる
掲示物や
カードを
明示

体感でき
る教材・
教具を活
用する

個別の対応
ができるよ
うな作業ス
ペースや作
業時間を確
保する

動きを細
分化して
指導した
り，適切
に補助を
しながら
行ったり
する

活動の見
通しを立
ててから
活動させ
る

勝ったと
きや負け
たときの
表現の仕
方を事前
に確認す
る

①リズムやイ
ントネーション
を，教員が手
拍子を打つ，
音の強弱を手
を上下に動か
して表す

②本時の活動
の流れを黒板
に記載してお
く

①外国語の
文字を提示
する際に字
体をそろえ
たり，線上に
文字を書く

②語彙・表現
などを記し
たカードなど
を黒板に貼
る

①役割を交代して動作化，劇化する，ルールを
明文化する

②相手の意見を取り入れつつ自分の考えを深め
ているかなど，児童の多面的・多角的な見方へ
の発展や道徳的価値を自分のこととして捉えて
いるかを丁寧に見取る
道徳的価値の理解を深めていることをどのよう
に見取るのかという評価資料を集める

日本語を使って十分に表現することが困難な児
童については，発言や記述以外の形で見られる
様々な姿に着目する

（文部科学省，2018）



小
学
校

総合的な学習の時間 特別活動
児
童
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□様々な事
象を調べた
り，得られた
情報をまと
めたりする
ことに困難
がある

□関心のあ
る事柄を広
げることが
難しい

□様々な
情報の中
から，必
要な事柄
を選択し
て比べる
ことが難
しい

□学習の
振り返り
が難しい

□人前で
話すこと
への不安
から，自
分の考え
などを発
表するこ
とが難し
い

児
童
の
知
的
な
側
面
、
情
意
的
な
側
面
、
身
体
的
な
側
面
な
ど
に
関
す
る
児
童
の
実
際
の
姿
や
経
験
と
い
っ
た
、
児
童
の

実
態
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
合
的
に
働
か
せ

る
よ
う
な
学
習
を
行
う
た
め
、
各
教
科
等
に
お
け
る
配
慮
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点

か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□相手の気持
ちを察したり
理解したりす
ることが苦手

□話を最後ま
で聞いて答え
ることが苦手

□学校行事にお
ける避難訓練等
の参加に対し，強
い不安を抱いた
り戸惑ったりす
る

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

必要な事象
や情報を選
択して整理
できる

関心のもて
る範囲を広
げることが
できる

具体的な
イメージ
をもって
比較する
ことがで
きる

学習して
きた場面
を想起し
やすいよ
うに，思
い出すた
めの手掛
かりが得
られるよ
うにする

安心して
発表でき
るように
児童の表
現を支援
するため
の手立て
を工夫

他者の心情等
を理解しやす
いようにする

発言するタイ
ミングが理解
できるように，
コミュニケー
ションの図り
方についての
指導

見通しがもてる

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

着目する点
や調べる内
容，まとめる
手順や調べ
方について
具体的に提
示する

現在の関心
事を核にし
て，それと
関連する具
体的な内容
を示してい
く

比べる視
点の焦点
を明確に
する，より
具体化し
て提示す
る

学習して
きた内容
を文章や
イラスト，
写真等で
視覚的に
示す

発表する
内容につ
いて紙面
に整理し，
その紙面
を見なが
ら発表で
きるよう
にする

ＩＣＴ機器
を活用す
る

役割を交代し
て相手の気持
ちを考える

相手の意図を
理解しやすい
場面に置き換
える

イラスト等を
活用し視覚的
に表す

事前に発言や
質問する際の
タイミングな
どについて具
体的に伝える

各活動・学校行
事のねらいや活
動の内容，役割
（得意なこと）の
分担などについ
て，視覚化する

理解しやすい方
法を用いて事前
指導

周囲の児童に協
力を依頼

引用・参考文献
各教科等の小・中学校学習指導要領
（平成 29年告示）解説
（文部科学省，2018）

教師の皆様へ
　学習指導要領は，「学びの地図」
として，全国どこの学校でも一定の
教育水準が保てるよう，文部科
学省が定めている教育課程（カリ
キュラム）の基準です。
　およそ10年に一度改訂され，こ
れを基に子どもたちの教科書や
時間割が作られます。小学校は
2020年度〜中学校は 2021 年
度〜新しい学習指導要領がス
タートします。
　この表は，小中学校における全
ての教科等の新学習指導要領の
解説の中から一部を引用し，要約
したものです。
　通常の学級における，個性豊か
な子どもたち一人一人の教育的
ニーズに応じた，きめ細かな指導
や支援を目指して，各教科等の指
導の工夫の意図，手立てを簡単・
明確に示しています。



中
学
校

国語 社会 数学
生
徒
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□自分の立場以外の視点で考
えたり他者の感情を理解した
りするのが困難

□比較的長
い文章を書
くなど，一定
量の文字を
書くことが
困難

□声を出
して発表
すること
に困難が
ある。人
前で話す
ことへの
不安を抱
く

□地図等
の資料か
ら必要な
情報を見
付け出し
たり，読
み取った
りするこ
とが困難

□社会的事象
に興味・関心
がもてない

□学習過
程におけ
る動機付
けの場面
において
学習上の
課題を見
いだすこ
とが難し
い

□方向付
けの場面
において，
予想を立
てること
が困難

□情報収集や
考察，まとめ
の場面におい
て，どの観点
で考えるのか
が難しい

□文章を読
み取り，数量
の関係を文
字式を用い
て表すこと
が難しい

□空間図形
のもつ性質
を理解する
ことが難し
い

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

文章に表れている心情やその
変化等が分かるように，工夫し
てから，言葉で表現させる

文字を書く
負担を軽減
する

多様な表
現方法が
選択でき
る工夫
自分の考
えを表す
ことに対
する自信
がもてる

掲載され
ている情
報を精選
し，視点
を明確に
する

その社会的事
象の意味を理
解しやすくす
るため，社会
の動きと身近
な生活がつな
がっているこ
とを実感でき
るようにする

社会的事
象を読み
取りやす
くする

見通しが
もてる

参考にできる ❶数量の関
係をイメー
ジできる

❷解決に必
要な情報に
注目できる

空間におけ
る直線や平
面の位置関
係をイメー
ジできる

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

生徒が身近に感じられる文章
（例えば，同年代の主人公の物
語など）を取り上げる

行動の描写や会話文に含まれ
ている気持ちがよく伝わってく
る語句等に気付かせる

心情の移り変わりが分かる文
章の中のキーワードを示す

心情の変化を図や矢印などで
視覚的に分かるように示す

手書きだけ
ではなくＩＣ
Ｔ機器を
使って文章
を書くこと
ができるよ
うにする

紙やホワ
イトボー
ドに書い
たものを
提示

ＩＣＴ機器
を活用し
て発表

地図等の
情報を拡
大する

見る範囲
を限定す
る

特別活動など
との関連付け
などを通して，
実際的な体験
や作業などを
取り入れる

学習の順序を
分かりやすく
説明し，安心し
て学習できる
ようにする

写真など
の資料や
発問を工
夫する

ヒントに
なる事実
をカード
等に整理
して示し，
学習順序
を考えら
れるよう
にする

ヒントが記入
されている
ワークシート
を作成する

①生徒の経
験に基づい
た場面や興
味のある題
材を取り上
げる

②印を付け
させる

場面を図式
化する

立体模型で
特徴のある
部分を触ら
せるなどし
ながら，言葉
で特徴を説
明する

見取図や展
開図と見比
べて位置関
係を把握す
る

（文部科学省，2018）



中
学
校

理科 音楽 美術 技術家庭
生
徒
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□実験を
行う活動
において，
実験の手
順や方法
を理解す
ることが
困難

□燃焼実
験のよう
な学習活
動におい
ては危険
を伴う

□音楽を形づ
くっている要素
（音色，リズム，
速度，旋律，テ
クスチュア，強
弱，形式，構成
など）を知覚す
ることが難しい

□音楽を
聴くこと
によって
自分の内
面に生ま
れる様々
なイメー
ジや感情
を言語化
すること
が難しい

実
際
の
学
習
の
場
面
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
困
難
さ
の
状
態
を
把
握
し
つ
つ
、
他
の
生
徒
と
の
関
係
性
や
学
級
集
団
の
雰
囲

気
な
ど
に
応
じ
て
、
適
切
か
つ
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

□形や色彩な
どの変化を見
分けたり，微妙
な変化を感じ
取ったりする
ことが難しい

□造形的
な特徴な
どからイ
メージを
捉えるこ
とが難し
い

表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、一人一人
の
生
徒
が
感
性
や
想
像
力
な
ど
を
働
か
せ
て
、
対
象
や
事
象
の
様
々
な
こ
と
を

感
じ
取
り
考
え
な
が
ら
、
自
分
と
し
て
の
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
し
、
美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
、
互

い
の
表
現
の
よ
さ
や
個
性
な
ど
を
認
め
尊
重
し
合
う
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、一人一人
の
状
況
や
発
達
の
特
性
に
配

慮
し
、
個
に
応
じ
た
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

□周囲の状
況に気が散
りやすく，加
工用の工具
や機器を安
全に使用す
ることが難し
い（技術分野：
「Ａ材料と加
工の技術」の
（2））

□新たなプロ
グラムを設計
することが難
しい（技術分野：
「Ｄ情報の技
術」の（2）及
び（3））

□調理や製作
等の実習を行
う際，学習活動
の見通しを
もったり，安全
に用具等を使
用したりする
ことが難しい
（家庭分野：「Ｂ
衣食住の生
活」の（3）及
び（5））

□グルー
プで活動
すること
が難しい

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

見通しが
もてる

教員が確
実に生徒
の様子を
把握でき
る

要素に着目しや
すくできるよう
に要素の表れ方
を視覚化，動作
化する

表現した
い言葉を
思い出す
きっかけ
となる

❶生徒の実態
やこれまでの
経験に応じて
工夫する

❷一人一人が
自分に合った
ものが選べる

形や色な
どに対す
る気付き
や豊かな
イメージ
につなが
る

障害の状態
に応じて，手
元に集中し
て安全に作
業に取り組
める

難易度の調整
や段階的な指
導に配慮して，
生徒が考えや
すくする

随時生徒が視
覚的に確認で
きるようにし
て，安全への
配慮を徹底す
る

役割分担
や役割が
実行でき
たかを振
り返るこ
とができ
るように
する

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

実験の操
作手順を
具体的に
明示する

扱いやす
い実験器
具を用い
る

教員が確
実に様子
を把握で
きる場所
で活動で
きるよう
にする

音楽に合わせて
一緒に拍を打っ
たり体を動かし
たりする

動作化する際は，
決められた動き
のパターンを習
得するような活
動にならないよ
う留意する

イメージ
や感情を
表す形容
詞などの
キーワー
ドを示し，
選択でき
るように
する

①造形の要素
の特徴や働き
が分かりやす
いものを例示

②多様な材料
や用具を用意
したり種類や
数を絞ったり，
造形の要素の
特徴や働きが
分かりやすい
ものを例示

自分や他
の人の感
じたこと
や考えた
ことを言
葉にする
場を設定
する

個別の対応
ができる作
業スぺース
や作業時間
を確保する

作業を補助
するジグを
用いる

あらかじめ用
意した幾つか
の見本となる
プログラムを
データとして
準備し，一部を
自分なりに改
良できるよう
にする

個に応じて段
階的に手順を
写真やイラス
トで提示する

実習中の約束
事を決め，視
覚的に確認で
きるようにす
る

他の生徒
と協力す
る具体的
な内容を
明確にす
る

（文部科学省，2018）



中
学
校

保健・体育 外国語
生
徒
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□見えにくさ
のため活動に
制限がある

□身体の動き
に制約があり，
活動に制限が
ある

□リズムやタ
イミングに合
わせて動くこ
とや複雑な動
きをすること

ボールや用具
の操作等が難
しい

□試合や
記録測定，
発表など
の状況の
変化への
対応が求
められる
学習活動
への参加
が難しい

□日常生
活とは異
なる環境
での活動
が難しい

□対人関
係への不
安が強く，
他者の体
に直接触
れること
が難しい

□自分の
力をコン
トロール
すること
が難しい

□勝ち負
けや記録
にこだわ
り過ぎて，
感情をコ
ントロー
ルするこ
とが難し
い

□グループ
での準備や
役割分担が
難しい

□保健の
学習で，
実習など
の学習活
動に参加
すること
が難しい

□明確な規則にこだ
わり，強い不安や抵
抗感を抱いてしまう

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

不安を軽減し
たり安全に実
施したりする

生徒の実情に
応じて仲間と
積極的に活動
できる

動きを理解す
る，自ら積極的
に動いたりす
る

生徒の実
情に応じ
て状況の
変化に対
応できる
ようにす
る

不安を解
消できる

仲間とと
もに活動
すること
ができる

状況に応
じて力の
コント
ロールが
できる

状況に応
じて感情
がコント
ロールで
きる

準備の必要
性やチーム
で果たす役
割の意味に
ついて理解
する

実習の手
順や方法
が理解で
きる

英語の語には，発音
と綴りの関係に必ず
しも規則性があると
は限らないものが多
いことを留意する

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

活動場所や動
きを事前に確
認する

仲間同士で声
を掛け合う方
法を事前に決
める

音が出る用具
を使用する

用具やルール
の変更を行う
それらの変更
について仲間
と話し合う活
動を行う

必要に応じて
補助用具の活
用を図る

動きを視覚的
又は言語情報
に変更，簡素
化して提示

動かす体の部
位を意識させ
る

操作が易しい
用具の使用や
用具の大きさ
を工夫

挑戦する
ことを認
め合う雰
囲気づく
りをする

ルールの
弾力化や
場面設定
の簡略化
を図る

学習の順
序や具体
的な内容
を段階的
に説明す
る

ロープや
タオルな
どの補助
用具を用
いる

力の出し
方を視覚
化したり，
力の入れ
方を数値
化したり
する

事前に活
動の見通
しを立て
る

勝ったと
きや負け
たとき等
の感情の
表し方に
ついて確
認する

準備や役割
分担の視覚
的な明示

生徒の実情
に応じて取り
組むことが
できる役割
から段階的
に取り組ま
せる

手順や方
法を視覚
的に示す

一つ一つ
の技能を
個別に指
導する

語を書く，発音するこ
とがねらいの活動で
は，その場で発音す
ることを求めず，ねら
いに沿って安心して
取り組めるようにす
る

似た規則の語を選ん
で扱うことで，安心し
て発音できるように
する

（文部科学省，2018）



中
学
校

特別の教科　道徳 総合的な学習の時間 特別活動
生
徒
の
困
難
さ

（
日
常
生
活
の
中
の
実
態
把
握
）

□他者との社会的関係の形成に困難があり，相手の
気持ちを想像することが苦手で字義通りの解釈をす
る，暗黙のルールや一般的な常識が理解できないま
た，望ましいと分かっていてもそのとおりにできない
ことがある

□海外から帰国した生徒や外国人の生徒，両親が国
際結婚である生徒の多くは，日本社会とは異なる言語
や生活習慣，行動様式を身に付けていると考えられる
日本語の理解が不十分なために，他の生徒と意見を
伝え合うことなどが難しいことも考えられる

□様々な事
象を調べた
り，得られた
情報をまと
めたりする
ことに困難
がある

□関心のあ
る事柄を広
げることが
難しい

□様々な
情報の中
から，必
要な事柄
を選択し
て比べる
ことが難
しい

□学習の
振り返り
が難しい

□人前で
話すこと
への不安
から，自
分の考え
などを発
表するこ
とが難し 
い

生
徒
の
知
的
な
側
面
、
情
意
的
な
側
面
、
身
体
的
な
側
面
な
ど
に
関
す
る
生
徒
の
実
際
の
姿
や
経
験
と
い
っ
た
、
生
徒
の
実

態
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
育
ま
れ
る
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
合
的
に
働
か
せ
る
よ

う
な
学
習
を
行
う
た
め
、
各
教
科
等
に
お
け
る
配
慮
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る

配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
困
難
さ
を
補
う
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
得
意
な
こ
と
を
生
か
す
と
い
う
視
点
か

ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

□相手の気持
ちを察したり
理解したりす
ることが苦手

□話を最後
まで聞いて
答えること
が苦手

□学校行事に
おける避難訓
練等の参加に
対し，強い不安
を抱いたり戸
惑ったりする

工
夫
の
意
図

（
指
導
上
の
意
図
を
理
解
）

❶他者の心情を理解する

❷評価に当たっては，困難さの状況ごとの配慮を踏ま
える

他の生徒との比較による評価や目標への到達度を測
る評価ではなく，一人一人の生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価を行
う，道徳科の評価本来の在り方を追求する

必要な事象
や情報を選
択して整理
できる

関心のもて
る範囲を広
げることが
できる

具体的な
イメージ
をもって
比較する
ことがで
きる

学習して
きた場面
を想起し
やすいよ
うに，思
い出すた
めの手掛
かりが得
られるよ
うにする

安心して
発表でき
るように
生徒の表
現を支援
するため
の手立て
を工夫

他者の心情等
を理解しやす
いようにする

発言するタ
イミングが
理解できる
ように，コ
ミュニケー
ションの図
り方につい
ての指導

見通しがもて
る

手
立
て

（
個
に
応
じ
て
検
討
）

①役割を交代して動作化，劇化する，ルールを明文化
する

②相手の意見を取り入れつつ自分の考えを深めてい
るなど，生徒の多面的・多角的な見方への発展や道
徳的価値を自分のこととして捉えているかを丁寧に
見取る
道徳的価値の理解を深めていることをどのように見
取るのかという評価資料を集める

日本語を使って十分に表現することが困難な生徒に
ついては，発言や記述以外の形で見られる様々な姿
に着目する

着目する点
や調べる内
容，まとめる
手順や調べ
方について
具体的に提
示する

現在の関心
事を核にし
て，それと
関連する具
体的な内容
を示してい
く

比べる視
点の焦点
を明確に
する，より
具体化し
て提示す
る

学習して
きた内容
を文章や
イラスト，
写真等で
視覚的に
示す

発表する
内容につ
いて紙面
に整理し，
その紙面
を見なが
ら発表で
きるよう
にする

ＩＣＴ機器
を活用す
る

役割を交代し
て相手の気持
ちを考える

相手の意図を
理解しやすい
場面に置き換
える

イラスト等を
活用して視覚
的に表す

事前に発言
や質問する
際のタイミ
ングなどに
ついて具体
的に伝える

各活動や学校
行事のねらい
や活動の内容，
役割（得意な
こと）の分担を
視覚化する

理解しやすい
方法を用いて
事前指導

周囲の生徒に
協力を依頼

（文部科学省，2018）


